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宮崎県内出土の底部貫通孔土器集成

石塚　啓祐

（宮崎県埋蔵文化財センター）

１ はじめに

  筆者が発掘調査を担当した陣ノ元遺跡 （宮崎市熊野） では、 旧石器時代から近代までの遺構 ・ 遺

物が出土し、 長きにわたる人々の生活痕跡が発見された。 その中で、 弥生時代後期後半～古墳時代

前期の集落の様相として、 竪穴建物跡 ( 間仕切りをもつ建物を含む） や貯蔵穴、 掘立柱建物跡 （独

立棟持柱を有するものも含む） 等の遺構とともに、 土器 （甕・壺・高坏・器台・鉢等）、 石器 （石鏃・

台石 ・敲石 ・石錘等）、 鉄器 （釣針 ・袋状鉄斧 ・鉄鏃等） が出土した。 その整理作業を進める中で、

底部に棒状工具による貫通孔を有する土器が目につき、 全破片を精査した結果、 最終的には 7 点確

認した。 全国的にも、 底部に穿孔がある土器 （祭祀との関係において底部を意図的に破壊しているも

の） や有孔土器に関する研究等はあるものの、 底部に貫通孔を施した土器に関して触れている文献

等は発見できなかった。 発掘調査報告書においても 「底部に穿孔がみられる」 等の表現のみが記載

されている例が多い。 そこで、 今回、 県内の底部に貫通孔を有する土器の分布や器形の特徴、 時期

等などを探るべく、 集成を行った。

  本稿での対象遺物は、「宮崎県内で出土したもののうち、底部に横方向の穿孔 （貫通孔） が施され、

土器内面には影響を受けていないもの」 （以後、 底部貫通孔土器） とし、 宮崎県内発掘調査報告書

に掲載されている資料及び本センターで報告

書未掲載で遺物登録されている資料をもとに

集成をおこなった。

２ 穿孔方法の実験

  穿孔は土器焼成前に施されている。 そこで、

焼成前の粘土 （胎土） に棒状工具で穿孔す

る際、 孔の形状にどのような痕跡が生じるか

の実験を試みた ( 写真１)。

  まず、 写真①のように棒状工具を粘土に貫

通させ、そのまま真っすぐ抜き取る（穿孔法 A）

と、 挿入した側の孔は、 写真②のように粘土

が吸い込まれるように窄み、 反対側の孔は、

山状に盛り上がる （写真③）。

  一方、 棒状工具を貫通させた後、 挿入口

の方に向かって引き抜く （穿孔法 B） と、 挿

入口との反対側は写真③のような山状の盛り

上がりは見られない （写真④） が、 挿入口側

には、 抜き取った際にできる工具の痕跡が見

られた （写真⑤）。 両側から穿孔している場

合 （穿孔法 C） には、 写真⑤のような痕が両

方の孔口部に見られることになる。
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  このような実験結果をもとに、 実物や遺物

写真のある資料に関して、 孔の形状にも注目

して観察した。 なお、 今回の実験結果は一つ

の事例として考えており、 それ以外の方法も

検討していく必要がある。

3 県内出土の個体別様相

  宮崎県内において、 底部貫通孔土器の出

土例は 16 遺跡 27 点の出土を確認した （第

1 図 , 第 1 表）。 ここでは、 個体別にその特徴

や器種、 時期等について報告書の記載を参

考に示す。 また、 実物を観察できたものにつ

いては、 孔の形状も記した。

  1 ～ 7 は陣ノ元遺跡 ( 宮崎市 ) から出土

したもの （１～３は竪穴建物跡、 ４～７は包含

層） で、 いずれも古墳時代前期のミニチュア

土器 （1 ～ 3 は壺型、 4 ・ 7 は鉢型、 5 ・ 6

は器種不明） である。 内外面ともにミガキや

ナデを施し丁寧に整形している。 孔径は 2 ～

4 ㎜の範囲で、 尖底状に突出した箇所や円盤

状底部に横方向の貫通孔がある。 1 ・ ２ ・ 4

～６は、 孔口が写真④・⑤のようになっており、 穿孔法 B と思われる。 3・7 は摩滅により不明である。

  8 は陣ノ元遺跡から南東に 1 ㎞ほど離れた場所にある前原北遺跡 SC38 から出土したミニチュア

壺の底部である。 報告書未掲載だったため、 今回新たに図化したものである。 前原北遺跡 ・ 陣ノ元

遺跡は間仕切りをもつ建物や建物内貯蔵穴を有するなど共通点も多い。 円盤状底部に孔径 2 ㎜の貫

通孔を施す。 孔口は写真④ ・ ⑤のようになっており、 穿孔法 B と思われる。 また、 同一工具 （先細

りのもの） による未貫通の穿孔も施される。

  9 ～ 12 は、下那珂遺跡 ( 宮崎市 ) から出土したもの （10・11 は竪穴建物跡、9・12 は包含層） で、

10 ～１２は報告書未掲載のため初出である。 出土遺構の時期から判断すると、 いずれも弥生時代後

期中葉～終末期のものと推定される。 9 は小型壺で、 内外面をナデにて丁寧に調整している。 円盤

状底部に孔径 4 ㎜の穿孔があるが、 X 線画像から、 貫通しておらず、 両側から先細りの工具で穿孔

しているのが分かり、 両方の孔口にも写真⑤のような工具痕が見られるため、 穿孔法 C と思われる。

10 は小型土器の底部で、 外面はヘラミガキを施し、 黒斑も見られる。 円盤状底部に孔径 2 ㎜の貫通

孔を施す。 孔口は写真④ ・ ⑤のようになっており、 穿孔法 B と思われる。 11 はミニチュア壺の底部

である。 外面はミガキを施し、 黒斑も見られる。 内面は工具ナデを施し、 炭化物の付着も確認できる。

円盤状底部に孔径 2.5 ㎜の貫通孔を施す。 孔口は写真④ ・ ⑤のようになっており、 穿孔法 B と思わ

れる。 12 は、 壺型の小型土器である。 球状の胴部を呈し、 内面はナデ後にユビオサエを施し、 薄い

黒斑も見られる。 円盤状底部に孔径 3 ㎜の貫通孔を施す。

  13は源藤遺跡 (宮崎市 )の21号住居跡 (5世紀末～6世紀前半 )から出土した甕型土器である。

１・12 のような球胴を呈し、 器高は 9.0 ㎝と小型である。 円盤状底部に孔径 2.5 ㎜の貫通孔を施す。

孔口の形状は未確認である。 　
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第 1図　底部貫通孔土器の出土遺跡分布
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  14 は下郷遺跡 ( 宮崎市 ) の竪穴状遺構 25( 弥生時代後期前葉～後葉 ) から出土した鉢型のミニ

チュア土器で内外面にミガキを施し、 外面にはススの付着が見られる。 脚状底部の付け根付近に孔径

2 ㎜の貫通孔を施す。 孔口の形状は未確認である。

  15 は志戸平遺跡 ( 新富町 ) の A5 グリッドから出土した鉢で、 内外面に丁寧なナデ調整を施す。

底径 2.8 ㎝の円盤状底部に孔径 4 ㎜の貫通孔を施す。 孔口は写真④ ・ ⑤のようになっており、 穿孔

法 B と思われる。

  16 は赤石遺跡 ( 川南町 ) の D3 グリッドから出土した小型甕の底部である。 当遺跡の出土遺構か

ら判断すると、 時期は弥生時代中期～後期初頭に収まると推定される。 内外面にナデ調整を施すが、

風化が著しい。 円盤状底部に孔径 6 ㎜と今回の資料の中で最大径の貫通孔を施す。 孔口が写真④・

⑤のようになっており、 穿孔法 B と思われる。

  17 は八幡第２遺跡 ( 川南町 ) の竪穴住居跡７( 弥生時代後期後葉 ) の床上から出土した小壺で、

内外面ミガキにて丁寧に整形している。 7.5 ㎝の器高に対し、 貫通孔は孔径 2 ㎜と小さく、 円盤状底

番号
分布図
番号

遺跡名 市町名 出土位置 器種 底部形態 法量（cm）
孔径
(mm)

穿孔法
参考文献

番号
頁

掲載
番号

備考
（報告書本文所見等）

時期

1 2号竪穴住居跡 ミニチュア壺 円盤状平底 底径：1.4 4 B 101 237
外面ヘラミガキ/内面ナ
デ

古墳前期

2 3号竪穴住居跡 ミニチュア壺 平底 底径：1.4 2.5 B 103 330 内外面ナデ 古墳前期

3 6号竪穴住居跡 ミニチュア壺 円盤状平底 底径：1.6 2.5 - 107 428
内外面丁寧なナデ/外面
に黒色付着物

古墳前期

4 B7Ⅱ ミニチュア鉢 丸底 底径：1.0 2 B 121 746
外面ハケメ/内面工具ナ
デ

古墳前期

5 C6Ⅱ
ミニチュア
（壺or鉢）

円盤状平底 底径：2.3 2 B 122 778 内外面ナデ 古墳前期

6 C7Ⅱ
ミニチュア
（壺or鉢）

円盤状平底 底径：3.1 3 B 123 809 内外面ナデ 古墳前期

7 D6Ⅱ ミニチュア鉢 脚状 口径：6.4 4 - 123 822
内外面工具ナデ/ユビオ
サエ

古墳前期

8 ② 前原北 宮崎市 SC38（土坑） ミニチュア壺 円盤状平底 2 B ⑧ - 未掲載 不明

9 B地区包含層 小型壺 円盤状平底 底径：2.3 4 C 127 750 内外面ナデ/未貫通
後期中葉～
終末期

10 32号住居跡 小型土器 円盤状平底 底径：2.1 2 B - 未掲載
外面ヘラミガキ/外面に
黒斑

後期中葉～
終末期

11 53号住居跡 ミニチュア壺 円盤状平底 底径：3.4 2.5 B - 未掲載
外面ミガキ・黒斑/内面
工具ナデ・炭化物付着

後期中葉～
終末期

12 包含層 小型土器　壺 円盤状平底 底径：1.7 3 B - 未掲載
外面ナデ後のユビオサエ
/外面に薄い黒斑

後期中葉～
終末期

13 ④ 源藤 宮崎市 21号住居跡 甕型土器 円盤状平底
口径：6.0
底径：2.4
器高：9.0

2.5 - ⑤ 49 4
浄土江遺跡第
1期（5C末～
６C前半）

14 ⑤ 下郷 宮崎市 竪穴状遺構25 ミニチュア鉢 脚状 2 - ⑥ 47 119
内外面ミガキ/外面にス
ス付着

石川編年
Ⅴ期
（後期前葉～
後葉）

15 ⑥ 志戸平 新富町 A5 鉢 円盤状平底 底径：2.8 4 B ⑪ 12 46 内外面ナデ 不明

16 ⑦ 赤石 川南町 D3Ⅲ 甕 円盤状平底 6 B ⑭ 71 458 内外面ナデ
中期～後期初
頭

17 ⑧ 八幡第2 川南町
竪穴住居跡７
（床）

小壺 円盤状平底
口径：7.5
底径：2.7
器高:7.5

2 B ⑯ 26 81 内外面ミガキ 後期後葉

18 ⑨ 赤坂 川南町 3号周溝状遺構 小型壺 円盤状平底
口径：5.6
底径：2.3
器高:9.0

4 B ⑩ 80 56
外面工具後指ナデ・黒斑
/内面丁寧な指ナデ

後期後葉～
終末期

19 ⑩ 湯牟田 川南町 竪穴住居跡５ 鉢 円盤状平底
口径：5.6
底径：1.2
器高:5.4

5 B ⑰ 84 154 内外面ナデ
後期後葉～
終末期

20 ⑪ 俵石第2 都農町 不明遺構(SZ1) 鉢 脚状 底径：4.9 5 C ⑮ 103 269 内外面工具・指ナデ 終末期前半

21 ⑫ 山ノ田第１ 都城市 B-1
ミニチュア壺型
土製品

丸底 底径：0.8 3 B ⑨ 16 141
内外面ナデ/外面に丹塗
り

終末期～
古墳前期

22 7号住居跡 鉢型 丸底
口径：2.7
底径：0.9
器高：3.3

4 - 15 12 終末期

23 7号住居跡 鉢型 円盤状平底
口径：8.4
底径：3.3
器高：6.4

4 - 15 16 外面ナデ 終末期

24 ⑭ 加治屋 都城市 D-2 蓋か 円盤状平底 底径：2.3 4 - ③ 19 43
外面ハケメ/内面ナデ/
蓋か

後期後半～
終末期

25 ⑮ 向原第2 都城市 7-C
ミニチュア
（壺or鉢）

尖底 2 - ④ 27 129 内外面ミガキ/天地不明
後期後半～
終末期

26 12号土壙墓 小型壺 円盤状平底 4 -
15/
16

(1) 外面ヘラ調整 弥生時代末期

27 12号土壙墓 小型鉢 尖底状平底 5 -
15/
16

(4) 弥生時代末期

SH-202
(竪穴建物)

小型土器
(水差)

平底 4 - 74 59 外面にヘラミガキ 弥生時代後期

SH-203
（竪穴建物）

小型鉢か 平底 底径：4.2 4 - 74 67 外面にヘラミガキ 弥生時代後期

包含層 小型鉢 平底 底径：2.3 4 - 105 601 弥生時代後期参考３

五斗長垣内
兵庫県
淡路町

①参考２

宮崎市

宮崎市

都城市

小林市

参考１

①

③

⑬

⑯

陣ノ元

下那珂

祝吉

大萩

②

⑬

⑫

⑦

※各項目の表現は報告書を参考に記載。

第1表　底部貫通孔土器の集成
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部と床との接地面際に施されている。 孔口が写真④ ・ ⑤のようになっており、 穿孔法 B と思われる。

  18は赤坂遺跡(川南町)の3号周溝状遺構(弥生時代後期後葉～終末期)から出土した小型壺で、

内外面に丁寧な工具ナデ ・ 指ナデを施す。 外面には胴部から底部にかけて広範囲に黒斑が見られる。

器高は 9.0 ㎝で、 底径 2.3 ㎝の円盤状底部に孔径 4 ㎜の貫通孔が施される。 孔口が写真④ ・ ⑤の

ようになっており、 穿孔法 B と思われる。

  19 は、 湯牟田遺跡 ( 川南町 ) の竪穴住居跡５( 弥生時代後期後葉～終末期 ) から出土した小型

の鉢で、 内外面ともにナデを施す。 底径 1.2 ㎝の円盤状底部に孔径 5 ㎜の貫通孔を施す。 孔口の

挿入口に写真②のような窄みは確認できないが、 反対側の孔口がわずかにながら写真③のように見え

ることから、 穿孔法 A と思われる。

  20 は俵石第２遺跡 ( 都農町 ) の不明遺構 ( 弥生時代終末期前半 ) から出土した小型の鉢で、 内

外面ともに工具ナデ ・ 指ナデを施す。 脚状底部に孔径 5 ㎜の貫通孔を施す。 2 つの孔のうち一つは

破損していて全容が不明だが、 一方の孔口は写真⑤のような工具の痕跡は見られないものの、 実測

図では、 孔口がわずかながらラッパ状に広がって見える。 また、 孔を見通したときに貫通孔がわずか

に屈曲しているように見えることから、 穿孔法 B の可能性がある。

  21 は山ノ田第１遺跡 ( 都城市 ) の B-1 区から出土したミニチュア壺型土製品である。 内外面はナ

デにて調整し、 外面は、 丹塗りとなる。 当遺跡の検出遺構から判断すると、 時期は弥生時代終末期

～古墳時代前期に収まると推定される。 対象遺物の中で唯一の土製品で、 丸底の底部に孔径 3 ㎜の

貫通孔を施す。 一方の孔口に明確な工具の痕跡が確認できることから、 穿孔法 B と思われる。 　

  22 ・ 23 は祝吉遺跡 ( 都城市 ) の 7 号竪穴住居跡から出土した小型の鉢型土器である。 検出遺

構から判断すると、 時期は弥生時代終末期と推定される。 22 は、 山ノ田第 1 遺跡出土 （２１） と類

似する形態である。 底部は丸底で、 孔径 4 ㎜の貫通孔を施す。 23 は外面にナデを施し、 円盤状底

部には孔径 4 ㎜の貫通孔を施す。 孔口の形状は未確認である。

  24 は加治屋遺跡 ( 都城市 ) の D-2 区から出土したもので報告書では蓋の可能性を示唆している。

外面はハケメ、 内面にはナデを施す。 当遺跡の検出遺構から判断すると、 時期は弥生時代後期後半

～終末期に収まると推定される。 突出部に孔径 4 ㎜の貫通孔を施す。 孔口の形状は未確認である。

  25 は向原第２遺跡 ( 都城市 ) の 7-C 区から出土した小型の手づくね （ミニチュア） 土器で先端部

に孔径 2 ㎜の貫通孔を施す。 報告書には 「天地不明」 との記載がある。 内外面にミガキを施す。 当

遺跡の検出遺構から、 時期は弥生時代後期後半～終末期に収まると推定される。 ２４ ・ ２５は他の類

例から判断すると蓋ではなく小型壺もしくは鉢の底部に穿孔したものと考えられる。 孔口の形状は未

確認である。

  26・27は大萩遺跡 (小林市 )の 12号土壙墓（弥生時代末期）から出土した小型壺である。 26は、

外面にヘラミガキを施し、 円盤状底部に口径 4 ㎜の貫通孔を施す。 27 は、 尖底の底部に口径約 5

㎜の貫通孔を施す。 報告書には実測図のみで、 写真 ・ 所見等は未掲載である。 26 ・ 27 ともに孔口

の形状は未確認である。

４ まとめ

  前原北遺跡 ・ 下那珂遺跡において未掲載のものがあったことからも、 他の遺跡でも同様に未報告 ・

未精査資料があることは否めないが、 全体としては少数のものであることは間違いなさそうである。

出土 16 遺跡の分布は、 現在のところ、 宮崎県の日向灘沿い （宮崎市 5 遺跡、 川南町 4 遺跡、 新

富町 ・ 都農町にそれぞれ 1 遺跡）、 県南西部の都城市 (4 遺跡 ) ・ 小林市 (1 遺跡 ) に広がり、 地域
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的にまとまっている。

  今回、 底部貫通孔土器として集成した資料は、 器高が 3.3 ～ 9.0 ㎝のミニチュアもしくは小型の

土器がほとんどであり、 中には、 20 や兵庫県出土の水差 （参考１） のように 9 ㎝を超えそうなものも

存在する。 器形は壺型 ・ 鉢型が中心であり、 ミガキやハケメなどで調整された丁寧なつくりのものも

多い印象である。 出土遺構は竪穴建物跡が 10 点と最も多く、 土壙墓 2 点、 竪穴状遺構 ・ 周溝状遺

構がそれぞれ 1 点であった。 孔径は２～４㎜のものが多く、 最大で６㎜であった。 時期は、 １３のよう

に 6 世紀前葉から後葉まで下るものもあるが、 多くは弥生時代終末から古墳時代前期までに収まるも

のと推定される。 穿孔法については、 穿孔法 B が突出して多いが、 両側から穿孔しているものもある

と確認できた。 なお、 貫通時に生じた工具痕等を丁寧に調整した上で焼成している場合も考え得るの

0 10cm 0 S=1/4

1 ～７ ： 陣ノ元遺跡、 ８ ： 前原北遺跡、 ９～１２ ： 下那珂遺跡、 １３ ： 源藤遺跡 

１４ ： 下郷遺跡、１５ ： 志戸平遺跡、 16 ： 赤石遺跡、 17 ： 八幡第 2 遺跡 

２２ ・ ２３ ： 祝吉遺跡、 24 ： 加治屋遺跡、 25 ： 向原第 2 遺跡 

２６・２７：大萩遺跡、参考１～ 3：五斗長垣内遺跡（兵庫県） 

18 ： 赤坂遺跡、 １９ ： 湯牟田遺跡 20 ： 俵石第 2 遺跡、 21 ： 山ノ田第 1 遺跡
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第2図　底部貫通孔土器実測図
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で、 今回の穿孔法 A ～ C はあくまでも推定である。

  用途については、 いずれの報告書でも詳しくは書かれておらず、 底部を天にして吊るして使用した

とも考えられるが、 実物や写真を観察してみても、 紐の擦り痕などは確認できなかった。

５ おわりに

  本稿では、 宮崎県内の資料を取り扱ったが、 他地域の報告書も全国遺跡報告書総覧などで検索し

てみると、 五斗長垣内遺跡 （兵庫県淡路市） で 3 点の出土例を知ることとなった。 今後、 県内外で

の出土例の増加を待ちたいが、 兵庫県の出土例は瀬戸内系土器や絵画土器と同様の広がりを予感さ

せるものである。 このように当時の社会や地域間交流、土器の使用法の問題等、派生する課題は多く、

今後も継続的に検討が必要である。
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1　貫通孔の断面　 

6　挿入口の工具痕（天が底）　 

9　全体　 

8　底部　 

9　X 線写真（円盤状底部を撮影）　 

12　全体　 

2　全体　 

2　挿入口の工具痕　 3　摩滅した底部　 3　貫通孔　 

4　挿入口の工具痕　 

写真2　底部貫通孔土器(1) ※写真タイトルの数字は第2図の実測図と対応する。

15　挿入口の工具痕　 

1　全体　 

９　反対側の工具痕　 

９　孔口の工具痕　 
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19　挿入口　 19　 反対側 

21　底部　 21　孔の縁　 

20　貫通孔の見通し　 21　全体　 ２０　全体 

１７　全体　 

１８　全体　 

１９　全体の様子　 

16　摩滅した底部　 

17　反対側の窄み １７　挿入口の工具痕　 

18　挿入口の工具痕　 

写真 2　底部貫通孔土器 (2) ※写真タイトルの数字は第2図の実測図と対応する。


